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目 的　 被 服 の ゆ と り 量 と 被 服 圧 が 生 理 機 能 に 及 ぽ す 影 響 を 考 察 す ぺ く 、 心 電 図 解 析 、 筋

電 図 解 析 を 行 な い 、 被 服 の 動 作 適 応 性 を 検 討 し た 。 歩 行 時 の ス カ ー ト の 揺 動 に つ い て は 、

石 川 等 の 研 究 が あ り 、 ま た 、 心 拍 数 、 呼 吸 数 の 検 討 を 試 み た 登 倉 等 の 研 究 が あ る が 、 坂 道

歩 行 時 の 生 理 反 応 を 測 定 し た 報 告 は 見 当 ら な い 。 本 報 で は 運 動 負 荷 検 査 法 と し て 、 低 速 の

wami 万　upか:ら|高 速 に し 。 傾 斜 を つ け 、 多 段 階 負 荷 検 査 法 に 有 用 で あ る 。Bruce  （ 多 段 階 ト レ

ッ ド ミ ル 法 ）を 用 い 、x^  * 、一1ヽ形 態 と ゆ と り 量 が 生 理 機 能 に 与 え る 影 響 に つ い て 検 討 し た。

方 法　 ス ’力 一 ト2 種（ 対 照 と し て フ ア ソ デ ー シ ョ ソ ） を 、 製 作 、 購 入 し 、 心 機 能 に･支 障

の な い 健 康 な 成 人 女 子11 名 に 着 用 さ せ 。I-  レ ッ ド ミ ル 上 で、Bruce Protocal  1~ 3 s  t age に

よ る 負 荷 心 電 図 誘 導 を 行 な っ た 。 同 時 に 、 歩 行 中 の 下 限 体 の 動 作 と 着 用 ス カ 一l ヽの 挙 動 を、

VTR ヽ モ こ タ ーTV を 利 用 し て 分 析 し 。 さ ら に 下 肢 体 圧 迫 状 態 を 歩 行 中 の 下 肢 筋 肉 の 運

動 量 測 定 と し て 。 被 服 圧 。 筋 電 図 解 析 を 行 な っ た 。

結 果　 動 作 分 析 。 ス カ ー1･ の 挙 動 分 析 に よ る と 、 坂 道 歩 行 時 に は 前 方 へ の 蹄!り 出 し に よ

り 。 後 面 の 布 伸 長 が み ら れ 、 特 に タ イ ト で は 桟 囲 。 後 正 中 線 上 腰 囲 付 近 に 顕 著 に み ら れ た・

歩 幅 変 化 で は タ イ ト で 速 度 、 傾 斜 角 度 変 化 に 伴 う 正 常 な 歩 幅 増 加 の 阻 止 が 認 め ら れ た 。

生 理 機 能 へ の 影 響 は 心 拍 数 、 呼 吸 の 乱 れ に 拘 束 力 に よ る 影 響 が 表 わ れ た 。 ス カー ト の 拘

束力 が大 であ る程、 運動強 度が大 である程心拍 数増加。 呼吸の 乱れは 大であ る。 坂道歩行

では主に大 殿筋 、大m 二 頭筋の使 用が大 きい。 被 服圧 と筋放電量 にItｷ も抗性が見ら れ、 ゆ

とり量の 少ないタイト では、拘束 により筋放電量 が阻止さ れていた。

B 108 貯装利香叙の有界による吻孔及射に右よw 有影含

共生力 子犬家政O 冲 山懲三 丿嚇 然雄ﾀ 可村ま忿子 齢木害実子

目的 蕪物によ石香紺 言心力国マは 心 映ｿな毛 リガ士マ釦'府 ぢ 抱唇ガヰ尚口 あ・ のと

較ベマ眸S朱マホ了。しガキそ ㈹お 口服と洲く贈 びつリマリフ。和 眼と通常眼 と暦粧の有原

乃士備こどIのような 署^ 与七るす 左知 ろて)とした。
オ活　 八工気県室に古i )'z室湿25･c,  湿度so（ 室湿2^c,  湿度必％の2 痢 牛に刮 ノマ

刎 回蚕量重 専しく、し茫和 服( 表團 剔o・びの白千唾= ，裏橋oo ％○白輸出日司二奢、袖まりこ。

卵衣 吟8 ， 俸幅30cm 前幅24on) とワ;  ピ ーヌ、ﾄしフ､( 袖雅志の体型に＆ くフィ ■ヽ. I- 寸‾さ

よう聘旧師 平鵬 迭凩I  % 。吊日寛郵 笏痩ぐ 収て Ｃめやづ々一誹のr名誕 志そヅ 恥む口 の苗葉

玄恥ﾉ 鞍。この癩の佐収令で窃1> 汐秀 吉斤c- MS  (曰本電子JM S･300 型玄便吊 しイオバ ヒ畑

-^用口て防け7ぢ 駒 雫 。宝仕で鳶香泡㈲くこ とびで寺弓ふうに(-T  ,μ 香の加 ノ7斤 ンし

又張りのＡ 工気侯蜜にか □ 、蔀服一冲 剛 香のあli 層 亡につｕ マ慶むの対光反 射^xの影

苓を調^" 拡、
珍 果 茅葺･ 安男凛には 、フ邑刺和 女の唆拡加 静直洵 縮隋忠r の最ふ値i口 蜘 卿 渡 の

最布 直(、VT>)、縮瞳加屋度の最高＠ ま何晩七、蕪晋L 可り 偶合ヽに比i マ小tn 値ご色天i 応。

原価、ｵo服の場合忖A 詐除i) て伺出七vc ハ/]) 茫̂乎ﾉ蕩吠 昧ての置嚇 埴(ん)初斯 妙~r'ぴ瓦

巫し？)a齢し力-^ 跨^ ス ヅ最小の63 ％劈で回復ず 百のに零 し把吽同C瓦うけ萍阻に比λ て有竟

に大て･ぶった 。済度海牛"B'aD才々 耳刄 。ゆま･∂ヽひ笑 和布方ら衰ゴヒ面唾o) 沁 まで噴化オ・ の
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